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根
形
支
部

髙た
か

橋は
し 

秀ひ
で

樹き

さ
ん 

（6期）　
副
会
長

昭
和
支
部

江え

﨑ざ
き 

智と
も

美み

さ
ん 

（5期）　
副
会
長

平
岡
支
部

江え

澤ざ
わ 

将ま
さ

範の
り

さ
ん 

（4期）　
会　
長

長
浦
支
部

根ね

本も
と 

典の
り

子こ

さ
ん 

（4期）

た
い
」
と
い
う
一
心
で
万
羽
鶴
企
画
を

考
案
。
折
り
鶴
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
が
同
じ
思
い
で
頑
張
っ
て
い
る
こ
と
、

み
ん
な
の
力
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
超
え

よ
う
と
い
う
意
味
が
あ
る
。

❖
折
り
鶴
を
折
っ
て
も
ら
う
だ
け
の
参

加
だ
け
ど
、
全
員
に
参
加
し
て
も
ら
っ

た
。
四
市
か
ら
集
ま
っ
て
で
き
あ
が
っ

た
万
羽
鶴
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち
も
一

体
感
を
味
わ
う
こ
と
が
出
来
た
と
思
う
。

思
い
出
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

❖
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で
、
悔
し
く
て

泣
い
て
い
る
子
が
い
れ
ば
、
喜
ん
で
い

る
子
も
い
る
。
一
生
懸
命
な
子
ど
も
の

顔
を
見
て
い
る
だ
け
で
嬉
し
い
。
子
ど

も
の
成
長
の
近
く
に
い
ら
れ
る
。

❖
子
ど
も
の
成
長
に
は
目
ま
ぐ
る
し
い

変
化
が
あ
る
。
同
じ
６
年
間
で
も
大
人

と
は
密
度
が
違
う
か
ら
そ
こ
に
寄
り
添

え
る
こ
と
が
幸
せ
。

❖
小
学
生
の
う
ち
か
ら
関
わ
り
を
持
っ

た
子
が
成
人
式
を
迎
え
る
と
、
あ
の
子

が
こ
ん
な
に
大
き
く
な
っ
た
ん
だ
な
と

引
き
受
け
た
き
っ
か
け
は
？

実
際
に
入
っ
て
ど
う
？

❖
子
ど
も
の
頃
、
青
少
年
相
談
員
や
子

ど
も
会
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
キ
ャ

ン
プ
な
ど
色
々
な
行
事
を
や
っ
て
く
れ

た
。
次
は
私
た
ち
が
子
ど
も
た
ち
に
返

し
て
い
く
番
だ
と
思
っ
て
い
る
。

❖
何
で
も
参
加
し
て
皆
さ
ん
と
仲
良
く

な
れ
た
ら
と
思
っ
た
。
相
談
員
に
な
っ

て
い
な
け
れ
ば
出
会
え
な
か
っ
た
人
た

ち
と
出
会
い
、
自
分
の
世
界
が
広
が
っ

た
。

❖
子
ど
も
た
ち
と
の
触
れ
合
い
は
も
ち

ろ
ん
、
相
談
員
同
士
の
つ
な
が
り
が
楽

し
い
。

❖
結
婚
を
機
に
、
こ
こ
に
根
を
張
ろ
う

と
決
め
た
の
が
き
っ
か
け
。

❖
人
と
の
繋
が
り
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

で
き
る
の
は
非
常
に
良
い
こ
と
。

子
ど
も
た
ち
の

願
い
を
の
せ
た
万
羽
鶴

❖「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
か
や
り

青 少 年 相 談 員

市 議 会
と

青
少
年
相
談
員
と
は
…

　

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
は
、

昭
和
38
年
に
発
足
し
、
今
年
59
年
目
を

迎
え
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
や
野
外
活
動
な

ど
を
通
じ
、
地
域
の
大
人
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
に
活
動
し
、
健

全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
相
談

員
の
任
期
は
３
年
で
64
名
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

活
動
…
市
の
活
動
と
各
支
部
（
昭
和
、
長

浦
、
根
形
、
平
岡
、
中
川
・
富
岡
）
の
活

動
が
あ
り
、
夏
の
子
ど
も
ス
ポ
ー
ツ
大

会
と
、
春
の
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
二
大
事
業
で
す
。
そ
の
他
に
公
民
館
ま

つ
り
で
の
出
店
や
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
、

愛
の
パ
ト
ロ
ー
ル
と
い
っ
た
支
部
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
！

青
少
年
相
談
員

自
分
の
世
界
も
広
が
っ
た

自
分
の
世
界
も
広
が
っ
た

相
談
員
活
動

相
談
員
活
動

子どもの子どもの
成長見られる成長見られる

楽しみ楽しみ
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夏の子どもスポーツ大会

成人式写真撮影パネルを提供

　折り鶴は君津４市の全公立小学
校50校から約２万２千羽集まり、
壮大なプロジェクトとなりました。
その後、県内各市に取組が波及し、
君津地区はより良い事業を考案した
ことで千葉県から表彰されました。

　新成人は久々に再
会した同級生たちと
嬉しそうにパネル前
で撮影し、にぎやか
な雰囲気でした。

感
動
す
る
。

❖
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
姿

に
親
御
さ
ん
も
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る
。

❖
視
察
研
修
で
、
少
年
院
を
訪
れ
た
際
、

廊
下
に
母
親
か
ら
の
手
紙
が
貼
っ
て
あ

り
、
そ
こ
に
は
「
あ
な
た
が
生
ま
れ
て

き
て
く
れ
た
時
、
嬉
し
く
て
涙
を
流
し

ま
し
た
」
と
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
涙

が
あ
ふ
れ
た
。
こ
う
い
う
体
験
が
で
き

る
の
も
相
談
員
を
や
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
り
、
心
が
洗
わ
れ
た
。

課
題
は
？

❖
青
少
年
相
談
員
の
活
動
内
容
を
知
ら

な
い
方
も
ま
だ
ま
だ
多
い
。

❖
も
っ
と
広
め
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

❖
袖
ケ
浦
駅
前
地
区
は
若
い
世
代
の
方

が
増
え
て
い
る
が
自
治
会
や
子
ど
も
会

が
な
く
、
子
ど
も
を
集
め
る
の
が
大
変
。

こ
れ
か
ら
や
っ
て
み
た
い

こ
と
は
？ 

❖
子
ど
も
と
の
繋
が
り
と
行
事
は
縮
小

す
る
こ
と
な
く
、
色
ん
な
案
を
出
し
て
、

信
念
を
持
っ
て
や
っ
て
い
き
た
い
。

❖
子
ど
も
と
関
わ
る
人
や
、
子
ど
も
を

育
て
る
人
と
リ
ン
ク
し
、
横
の
繋
が
り

で
情
報
共
有
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
を
や

り
た
い
。

❖
青
少
年
相
談
員
の
活
動
を
周
知
し
、

女
性
が
活
躍
出
来
る
場
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
。

議
会
だ
よ
り
を
読
ん
だ

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

❖
新
し
く
な
っ
て
か
ら
見
や
す
く
な
っ

た
。

❖
や
っ
ぱ
り
、
カ
ラ
ー
じ
ゃ
な
い
と
読

ま
な
い
で
す
ね
。

❖
表
紙
が
座
談
会
に
な
っ
て
か
ら
、
知

り
合
い
が
載
る
な
ど
興
味
が
出
た
。

❖
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
が
好
き
。
ど
ん

な
こ
と
を
質
問
し
て
い
る
の
か
な
っ
て

読
む
。

さ
い
ご
に
…

　
子
ど
も
の
成
長
を
見
守
り
支
え
て
い

く
中
で
、
相
談
員
同
士
の
一
体
感
が
生

ま
れ
て
い
く
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
今
後
も
子
ど
も
達
の
笑
顔
と
健
や
か

な
成
長
の
た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

春のふれあいフェスティバル

お
問
い
合
わ
せ

袖
ケ
浦
市
青
少
年
相
談
員

連
絡
協
議
会
事
務
局　
生
涯
学
習
課

☎（
６
２
）３
７
４
３（
直
通
）

※Facebook

で
も
活
動
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

みんなの鶴を
みんなの鶴を

つないで…
つないで…

昭和地区▶
根形地区▼

完成！完成！

コロナ禍で集まれないからこそ生まれた企画コロナ禍で集まれないからこそ生まれた企画

「「万羽万羽鶴に願いをのせて」
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新
年
度 

各
種
事
業
ス
タ
ー
ト

～
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行（
長
浦
地
区
）な
ど
の

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の

　

実
現
に
向
け
て
～

令和４年度予算

令
和
４
年
度
予
算
に
つ
い
て
、
議
会
で
は
、
予
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
３
月
16
日
、
17
日
、
22
日
の
３
日
間
に
わ

た
り
各
会
計
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
に

向
け
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
や
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進

に
向
け
、
本
市
に
お
け
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
現
状
把
握

な
ど
の
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
施
策
分
野
と
照
ら
し
必
要

な
予
算
で
あ
る
か
活
発
な
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、
歳
入
歳
出
総
額
は
２
８
２
億
３
，

０
０
０
万
円　
対
前
年
度
11
億
２
，
０
０
０
万
円　
４
・
１
％

増
と
４
年
連
続
の
増
加
で
過
去
最
高
額
で
す
。

歳入の根幹をなす市税収入については、直近の経済状況や人
口の動向から個人市民税や法人市民税、固定資産税の増を見込
み、対前年度10億8,166万円増の140億651万円、国庫支出金
については、１億998万円増の39億6,572万円、市債について
は１億7,920万円増の26億3,590万円の計上となります。

歳出では、人件費、扶助費、物件費などの経常的経費※の合計
が対前年度約１億２千万円増の239億355万円となり、予算総
額84.8%を占めています。

一方で投資的経費のうち普通建設事業については、７千万円
減の約37億円の計上となります。

主な事業として、電子図書館サービス試行、ICTを活用したデ
マンド交通の実証運行、蔵波小校舎増築などがあります。

歳入

歳出

282億3,000万円

282億3,000万円

市の収入

市の支出

ポストコロナとまちづくりで
市民ニーズを反映

ポストコロナを見据えた事業や庁舎整備・災害対策
関連事業、カーボンニュートラル推進などの計画を

進めています。
新たな課題や市民ニーズを捉えた事業では、児童虐待等への専

門機能の配置や、蔵波小学校の校舎整備、電子図書館サービス、
ＩＣＴ活用のデマンド交通実証運行に加え、自転車空間創出にも
着手、袖ケ浦駅海側等の道路整備などを掲げる他、市民生活に直
結した事業を計画しつつも、継続的な財政運営に配慮した予算で
あると評価し賛成します。

市民負担を増やし生活を追いつめる予算
営利利用や情報漏洩が危惧されるマイナンバー

カード運用中止、国民健康保険特別会計への繰出し
金2,500万円は、１億５千万円に戻し、国保加入者負

担軽減、はり・きゅう・マッサージ施術費助成開始は、75歳か
ら65歳に戻す、４市で運営開始予定の木更津市主導火葬場火葬
費１万２千円（１体）は、５千円以下に軽減、農地法違反が判明
した蔵波中六のアパート建設は中止、温暖化を進めるガス化溶融
炉式のゴミ処理を見直し、ごみ袋値上げ計画撤廃、第２湾岸道路
に接続する都市計画道路計画見直しを求め反対します。

賛成
討論

反対
討論

※経常的経費：現行の行政サービスや行政水準を維持していくために、毎年恒常的に支出される
経費

※
単
位
未
満
を
四
捨
五
入
し
て
い
る
た
め
、
合
計
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

可
決
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◦市税
140億650万　49.6%

◦人件費
57億9,064万円　20.5％
職員給与・共済組合負担金・議員報酬など

◦扶助費
63億6,094万円　22.5％
福祉・生活保護など

◦繰入金　13億10万円　4.6%
財政調整基金などから

◦負担金・使用料など
8億3,829万円　3.0%
保育料、小中学校給食費、住民票交付、ごみ処理手数料など

◦諸収入・財産収入
5億6,838万円　2.0%
講座受講料、不燃物売却代、市有財産貸付収入など

◦国から交付されるお金
39億6,572万円　14.0%

◦県から交付されるお金
21億4,252万円　7.6%

◦地方消費税から交付されるお金
14億9,060万円　5.3%

◦市債（借入金）
26億3,590万円　9.3%

◦地方譲与税・地方特例交付金など
9億2,199万円　3.3％

自主財源

依存
財源

◦地方債の償還金
16億5,041万円　5.8％

◦道路や施設などの建設費・災害復旧事業費
36億9,652万円　13.1％

◦物件費
55億8,621万円　19.8％

◦補助金・負担金など
24億1,480万円　8.6％

◦繰出金　18億8,990万円　6.7％
一般会計から特別会計へ支出するお金

◦維持補修費　2億4,264万円　0.9％
道路や橋梁、学校、庁舎などの維持補修

◦積立金　1億5,509万円　0.5％
財政調整基金積立金など ◦投資及び出資金・貸付金　3億4,285万円　1.2％

奨学資金貸付金、中小企業融資、資金貸付金など

◦予備費　1億円　0.4％

義務的
経費

その他
の経費

投資的
経費

◦前年度からの繰越金
3億円　1.1%

◦寄附金　6,000万円　0.2%
ふるさと納税など

＊義務的経費：支出が義務付けられ、任意に節減できない経費
＊投資的経費：施設整備など、財産として将来的に残るものにかかる経費

＊自主財源：市が自主的に徴収する収入
＊依存財源：国や県から受け入れる収入

 自主財源   合計 170億7,327万円　60.5%
 依存財源   合計 111億5,673万円　39.5%歳入 282億3,000万円

市の収入

 義務的経費   合計 138億 198万円　48.9%
 投資的経費   合計 36億9,652万円　13.1%
 その他の経費   合計 107億3,150万円　38.0%

歳出 282億3,000万円
市の支出
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長
浦
地
区
で
実
施
さ
れ
る
デ
マ
ン
ド

交
通
実
証
運
行
で
負
担
金
２
千
万
円
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
支

出
す
る
の
か
。

　
事
業
は
運
営
事
業
者
が
運
営
し
ま
す

が
、
収
支
が
赤
字
と
な
っ
た
場
合
は
市

Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
関
す
る
新
規
事
業

　
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
試
行
す
る

と
の
こ
と
だ
が
、
内
容
は
。

　
電
子
図
書
館
用
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

別
に
立
ち
上
げ
て
、
そ
の
中
で
電
子
書

籍
の
貸
出
を
行
い
ま
す
。
貸
出
期
限
が

過
ぎ
る
と
自
動
的
に
返
却
さ
れ
ま
す
。

貸
出
点
数
等
に
つ
い
て
は
近
隣
市
や
先

進
事
例
を
参
考
に
し
て
決
定
し
ま
す
。

　
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
デ
ジ
タ
ル
化
の

内
容
は
。

　
紙
の
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
の
店
舗
の

位
置
情
報
を
デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
に
掲
載

し
、
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
情

報
リ
ン
ク
等
の
機
能
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

袖
ケ
浦
市
観
光
協
会（
６
２
）３
４
３
６

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
利
用
状
況
や
利
用

者
の
意
見
に
よ
り
、
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
）

　
企
画
政
策
課　
（
６
２
）
２
３
２
７

　
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
基
礎
調

査
の
対
象
と
概
要
に
つ
い
て
。

　
市
内
全
域
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
に
対
す
る
取
組
に
つ
い
て
調
査
し
ま

す
。
市
民
意
識
調
査
の
ほ
か
、
企
業
・

事
業
所
に
も
協
力
を
求
め
る
予
定
で
す
。

　
令
和
４
年
度
の
事
業
の
内
容
は
。

　
自
転
車
活
用
推
進
計
画
を
策
定
し
ま

す
。計
画
の
中
で
、サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー

ト
の
設
定
等
、
自
転
車
が
安
全
安
心
に

利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
定
め
て
い

き
ま
す
。

　
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
総
合
計
画
第
１
期
実
施
計

画
の
最
終
年
度
と
な
る
令
和
４
年
度
予
算
に
対
し
、
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で

は
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
疑
は
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
の
質
疑
に
つ
い
て
は
、
６
月
頃
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
を
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
金
額
は
質
問
の
内
容
を
含
む
事
業
全
体
の
金
額
で
す
。

気
に
な
る
事
業

令和
４年度
予算

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に

向
け
た
取
組地

球
温
暖
化
対
策
事
業

　
　
２
，
０
０
６
万
円

◆
電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
が
試
行

　
図
書
館
資
料
購
入
費

２
，
６
４
２
万
７
千
円

◀
現
行
の
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

予算審議の様子

自
転
車
が
安
全
安
心
に
利
用

で
き
る
環
境
を

自
転
車
利
用
活
用
促
進
事
業

　
　
８
８
２
万
８
千
円

が
赤
字
分
を
補
填
す
る
仕
組
み

を
考
え
て
い
ま
す
。
収
入
が
増

え
れ
ば
、
市
の
負
担
金
は
減
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
に

当
た
り
、
子
ど
も
料
金
を
設
定

す
る
考
え
は
な
い
か
。

　
子
ど
も
料
金
の
設
定
は
予
定

◆
観
光
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
を
デ
ジ
タ
ル
化

　
観
光
振
興
支
援
事
業　

９
５
５
万
円

◆
長
浦
地
区
で
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行

　
地
域
公
共
交
通
づ
く
り
事
業

７
，
２
０
０
万
３
千
円
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高
須
箕
和
田
線
の
完
成
見
込
み
は
い

つ
頃
か
。

　
完
成
見
込
み
は
令
和
４
年
の
12
月
で

す
。
こ
れ
か
ら
様
々
な
工
事
が
入
り
、

関
係
機
関
と
の
調
整
も
含
め
12
月
ま
で

工
期
の
幅
を
持
た
せ
て
い
ま
す
が
、
な

る
べ
く
早
く
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
創
業
支
援
の
内
容
は
。

　
創
業
融
資
資
金
制
度
に
よ
り
、
創
業

し
よ
う
と
す
る
方
へ
の
利
子
補
給
が 

１
・
８
％
か
ら
０
・
２
％
上
乗
せ
し
、

２
・
０
％
に
な
り
ま
す
。

　
創
業
に
関
す
る
相
談
件
数
と
、
創
業

に
至
っ
た
実
績
は
。

　
創
業
塾
に
18
名
の
参
加
が
あ
り
、
３

名
の
方
は
創
業
さ
れ
ま
し
た
。
創
業
を

考
え
て
い
る
方
は
増
え
て
い
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

（
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　
商
工
観
光
課　
（
６
２
）
３
４
２
８

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
収
入
が
減
っ
た
農

家
の
方
へ
の
対
応
は
。

　
飲
食
店
で
の
米
需
要
が
減
っ
た
こ
と

か
ら
、
経
営
所
得
安
定
の
た
め
飼
料
用

米
等
へ
の
転
換
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
個
別
に
ご
相
談
い
た
だ
い
た
方

に
は
、
国
の
給
付
支
援
制
度
な
ど
を
ご

案
内
し
て
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
い
き
い
き
百
歳
体
操
な

ど
の
介
護
予
防
活
動
の
自
粛
や
中
止
が

相
次
い
で
き
た
が
、
令
和
４
年
度
の
実

施
方
針
は
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
活
動
を
自
粛
さ
れ
た
団
体
等
も
あ

り
ま
し
た
が
、
活
動
が
で
き
な
い
こ
と

に
よ
り
体
力
低
下
の
懸
念
も
あ
る
の

で
、
令
和
４
年
度
に
向
け
て
は
、
介
護

予
防
の
活
動
を
積
極
的
に
皆
さ
ん
に

行
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
資
格
証
を
発
行
し
て
い
る

が
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
受
診
控
え
を
す

る
方
も
い
る
。
実
態
を
把
握
し
て
発
行

し
て
い
る
の
か
。

　
電
話
や
戸
別
訪
問
等
に
よ
り
、
保
険

税
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
な
い
特
別
な

事
情
の
有
無
の
把
握
等
を
行
っ
て
発
行

し
て
い
ま
す
。

委 員 長 村田　　稔

副委員長 伊藤　　啓

委 員 佐藤　博文　　伊東　章良
木村　淑子　　稲毛　茂徳
湯浅　　榮　　根本　駿輔
笹生　　猛　　榎本　雅司
篠﨑　典之

予算審査特別委員会

高
須
箕
和
田
線　
完
成
へ

高
須
箕
和
田
線
建
設
事
業（
南
袖
延
伸
）

４
，
２
５
３
万
９
千
円

創
業
者
を
支
援
し
ま
す

中
小
企
業
支
援
事
業

２
億
２
，
３
４
３
万
９
千
円

高須箕和田線の一部にかかる橋

農
業
経
営
安
定
を

飼
料
用
米
等
拡
大
支
援
事
業

１
，
１
２
２
万
８
千
円

介
護
予
防
へ
の
取
組
は

一
般
介
護
予
防
事
業

１
，
３
９
１
万
１
千
円百歳体操の様子

国
民
健
康
保
険
で
の

資
格
証
発
行
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主
な
質
疑  

庁
舎
什
器
の
必
要
数
と
基
準
の
決
め
方
は
。

什
器
購
入
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
４
点
で
す
。

①
原
則
と
し
て
既
存
の
事
務
什
器
は
転
用
し
て
使
用
す
る
。

②
新
た
に
設
置
さ
れ
る
エ
リ
ア
の
什
器
、
故
障
し
た
什
器

は
更
新
す
る
。

③
来
庁
者
の
多
い
１
階
ロ
ビ
ー
と
執
務
室
の
什
器
を
更
新

す
る
。

④
事
務
室
の
職
員
用
椅
子
は
老
朽
化
が
激
し
い
た
め
更
新

す
る
。

　
ま
た
、
必
要
数
の
決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
の
什
器

は
約
40
年
前
に
購
入
し
た
も
の
が
多
く
老
朽
化
が
進
ん
で

い
て
、
職
員
が
す
べ
て
の
什
器
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
故
障
し

た
什
器
を
計
上
し
ま
し
た
。

再
使
用
や
有
効
利
用
の
考
え
は
。

処
分
し
た
ロ
ッ
カ
ー
や
机
、
椅
子
は
、
出
先
施
設
等
の
老

朽
化
が
激
し
い
什
器
と
交
換
し
有
効
活
用
を
図
る
と
と
も

に
、
材
質
が
ス
チ
ー
ル
製
の
什
器
は
有
価
物
と
し
て
業
者

に
引
き
取
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

こんなことが決まりました
3月定例会　会 期 ２月17日～３月24日　36日間

条例の改正………………… 1件
条例の一部改正…………… 6件
市道の認定・変更………… 2件
令和３年度補正予算……… 6件
令和４年度当初予算……… 5件

令和４年度補正予算……… 1件
人事案件…………………  17件
財産の取得………………… 1件
発議案……………………… 2件
合　計　41件

今号では
この中から
3つを

Pick up！

庁
舎
整
備
事
業
に
あ
わ
せ
、
事
務
什
器
を
購
入
す
る
た
め
左
記
の
業
者
と
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

契
約
相
手
方
：
袖
ケ
浦
市
蔵
波
台
２
丁
目
８
番
16
号

　
　
　
　
　
　
株
式
会
社
ヤ
マ
フ
ジ　
代
表
取
締
役　
荒
木　
新
五

契
約
金
額
：
１
億
８
千
１
５
０
万
円

Pick up

1

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
庁
舎
事
務
什
器
購
入
）

可決

新
庁
舎
等
で
の
事
務
什
器
、

原
則
転
活
用
で
更
新

　
故
障
し
た
什
器
の
更
新
や
、
待
合
ロ
ビ
ー
の

座
席
等
新
規
購
入
は
必
要
最
低
限
に
精
査
し
、

メ
ー
カ
ー
複
数
社
か
ら
同
等
品
を
標
準
仕
様

書
と
し
て
提
示
し
、
公
平
か
つ
適
正
な
手
続
き

に
て
一
般
競
争
入
札
が
執
行
さ
れ
決
定
し
た
と

考
え
賛
成
す
る
。

賛成
討論

購
入
数
と
仕
様
条
件
精
査

不
十
分
、
公
平
性
に
疑
問

　
購
入
数
の
精
査
と
仕
様
条
件
に
問
題
が
あ

る
こ
と
、
入
札
に
あ
た
り
、
一
週
間
で
積
算
し

質
問
を
出
す
の
は
困
難
な
こ
と
、
事
前
の
メ
ー

カ
ー
や
事
業
者
へ
の
説
明
と
取
り
扱
い
、
打
ち

合
わ
せ
等
に
つ
い
て
、
公
平
性
の
確
保
に
確
信

が
持
て
な
い
た
め
反
対
す
る
。

反対
討論
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袖
ケ
浦
市
議
会
で
は
、「
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
非
難
す
る
決
議
」
を

３
月
９
日
に
全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

  

決
議
書
の
主
な
内
容  

●
ロ
シ
ア
に
対
し
、
攻
撃
を
停
止
し
部
隊
を

ロ
シ
ア
国
内
に
撤
収
す
る
よ
う
強
く
求
め

る
●
プ
ー
チ
ン
大
統
領
が
核
使
用
を
前
提
と
す

る
か
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
、
唯
一
の
被
爆
国
の
国
民
と
し
て
強

く
抗
議
す
る

●
国
に
お
い
て
は
、
在
留
邦
人
の
安
全
確
保

と
国
民
生
活
へ
の
対
応
に
全
力
を
尽
く
し
、

外
交
手
段
を
駆
使
し
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平

和
を
取
り
戻
す
こ
と
を
強
く
要
請
す
る

　
消
防
団
員
数
の
確
保
、
地
域
防
災

力
の
充
実
・
強
化
と
消
防
団
の
処
遇

改
善
を
図
る
た
め
、
出
動
・
訓
練
・

そ
の
他
の
活
動
の
実
態
に
応
じ
た
適

切
な
報
酬
及
び
費
用
弁
償
が
支
給
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

  

主
な
質
疑  

消
防
団
の
役
割
は
。

地
域
ご
と
に
組
織
さ
れ
て
お
り
火

災
や
、
風
水
害
が
あ
っ
た
時
に
、

地
域
の
災
害
は
地
域
で
守
る
こ
と

を
信
念
に
地
域
住
民
に
寄
り
添
っ

て
活
動
を
し
ま
す
。

出
動
報
酬
額
の
算
定
方
法
は
。

火
災
出
動
の
場
合
、
４
時
間
未
満

は
４
，
０
０
０
円
、
４
時
間
以
上

は
８
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

Pick up

Pick up

2

3

消
防
団
員

災
害
等
へ
の
出
動
報
酬
支
給

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を

非
難
す
る
決
議
」
を
全
会
一
致
で
可
決

可決

出動区分 改正前 改正後

災害出動報酬

（水火災、台風、地震等
大規模災害含む ）

1,300円／回
（費用弁償で支出）

8,000円／日（報酬で支出）
◦１日の出動時間の合計が４時間以上の場合。

4,000円／日（報酬で支出）
◦１日の出動時間の合計が４時間未満の場合。

可決

新たに策定された出動報酬

訓練の様子訓練の様子

※
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
道
危
機
救
援
金
募
金
箱
は
市
役
所
本
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
、
平
川
行
政
セ
ン
タ
ー
、

長
浦
行
政
セ
ン
タ
ー
、
な
が
う
ら
健
康
福
祉
支
援
室
（
長
浦
お
か
の
う
え
図
書
館
内
）に
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
会
で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
救
援
金
と
し
て
日
本
赤

十
字
社
へ
22
万
円
を
お
送
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
の
募

金
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
有
志
の
議
員
で
募
金
活
動
を

行
い
14
万
２
，２
９
７
円
が
集
ま
り
ま
し
た
。
募
金
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
方
に
心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
非
難
す
る
決
議
」

全
文
は
こ
ち
ら
▼

３月20日、26日に
募金活動を行った様子
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令和４年３月定例会の議決結果
　３月定例会において議案39件と発議案２件が提出され、すべての議案について可決・同意されました。なお、
賛否が分かれた案件は下記のとおりです。

◆議長は、地方自治法第116条の規定により、採決に加わりません。　◆議案名中の『袖ケ浦市』及び、『～ついて』は省略表示してあります。

◆賛否が分かれた案件◆	 ○＝賛成　●＝反対　■＝退席

議　案　等
議
決
結
果

付
託
委
員
会

佐
藤　

博
文

伊
東　

章
良

木
村　

淑
子

稲
毛　

茂
徳

伊
藤　
　

啓

湯
浅　
　

榮

根
本　

駿
輔

山
口　
　

進

村
田　
　

稔

山
下　

信
司

在
原　

直
樹

小
国　
　

勇

笹
生　

典
之

緒
方　

妙
子

篠
原　

幸
一

吉
岡　

淳
一

励
波　

久
子

佐
藤 

麗
子（
議長
）

笹
生　
　

猛

榎
本　

雅
司

塚
本　

幸
子

篠
﨑　

典
之

会計年度任用職員の給与及
び費用弁償に関する条例の
一部を改正する条例の制定

原案
可決

総
務 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● － 〇 〇 〇 ●

令和４年度一般会計予算 原案
可決

予
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● － 〇 〇 〇 ●

令和４年度国民健康保険
特別会計予算

原案
可決

予
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● － 〇 〇 〇 ●

令和４年度後期高齢者医
療特別会計予算

原案
可決

予
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● － 〇 〇 〇 ●

令和４年度介護保険特別
会計予算

原案
可決

予
算 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● － 〇 〇 〇 ●

農業委員会委員の任命に
ついて（根本　雅史 氏）

原案
同意

省
略 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ■ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇

財産の取得について
（庁舎事務什器購入）

原案
可決

省
略 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● － 〇 〇 ● ●

◆全会一致で原案可決・同意された議案	34件◆
詳細は袖ケ浦市ホームページでご確認いただくか、議会事務局にお問い合わせください。
袖ケ浦市ホームページ　https://www.city.sodegaura.lg.jp/
議会事務局　☎0438(62)3450 ▲議決結果はこちらから

12
人
が

市
政
を
問
う

議会だより２月号の４ページ「市議会の30年のあゆみと議会だより」において内容の一部に誤りがありました。深くお詫びを申し上げます。
次のとおり訂正をさせていただきます。
　【誤】H24.12　議場コンサート　　【正】H23.12　議場コンサート

人　事　案　件

御
み

園
その

　朋
とも

夫
お

	氏
石渡　正明	氏（福王台）

注連野 千佳代	氏（三箇）

渡邉　美代子	氏（谷中）

田中　幸一	氏（蔵波）

山嵜　和雄	氏（川原井）

小倉　哲也	氏（百目木）

再任

再任

再任

再任

再任

再任

再任

お詫びと訂正

教育長再任 農業委員会委員　決まる

【委員氏名】

　令和４年３月12日をもっ
て任期満了する教育長の御園
朋夫氏の再任が、３月定例会
において全員賛成で同意され
ました。任期は令和４年３月
13日から３年間です。

　令和４年３月31日で農業委員会委員の任
期が満了となったため、新しい農業委員会
委員16名が３月定例会において全員賛成で
同意されました。任期は令和４年４月１日
から３年間です。４月６日の農業委員会臨
時総会で、会長に注連野 千佳代氏、職務
代理者に山嵜 和雄氏が選出されました。

石井　清治	氏（奈良輪）

繁田　俊彦	氏（蔵波）

根本　雅史	氏（代宿）

山口　壹弘	氏（下新田）

大越　久雄	氏（勝）

花澤　一弘	氏（谷中）

大野　雅弘	氏（上泉）

中山　雅夫	氏（横田）

佐久間 勝史	氏（吉野田）

増田　勉	氏（三箇）
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各議員のＱＲコードから一般質問の映像が
閲覧できます。会議録は市議会ホームページのほか、

市役所２階の市政情報室や、中央図書館、
長浦おかのうえ図書館でも閲覧できます。

12
人
が

市
政
を
問
う

一般質問とは、
皆さんの生活にかかわる大切な内容について、
議員が市長などに考えを聞くものです。
議員本人がＱ＆Ａを要約し作成した原稿を

質問者順に掲載しています。
未掲載の内容も含め、一般質問の様子を

ホームページで録画配信中ですのでご覧ください。
会議録は６月頃に掲載予定です。

袖ケ浦市議会 検索
会 議 録 は こ ち ら か ら ▶

一
般
質
問

Ｒ
４
年
度
の
施
政
方
針
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
の
中
で
市
民
の
声
が

届
く
市
政
を
ど
の
よ
う
に
運
営
す
る
か
。

感
染
状
況
を
見
な
が
ら
積
極
的
に
対
話
、

行
事
な
ど
を
通
じ
、
私
の
考
え
を
、
皆
様

の
声
を
、
思
い
を
共
有
し
進
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
、
市
民
と
の
繋
が
り
や
声
を

聴
く
機
会
な
ど
に
ど
の
よ
う
に
努
め
た
か
。

可
能
な
範
囲
で
意
見
交
換
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
後
も
多
く
の
皆
様
の
声
を
伺
え

る
よ
う
「
市
長
と
一
緒
に
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
」

な
ど
の
開
催
方
法
も
検
討
し
ま
す
。

「
市
民
の
声
制
度
」
へ
の
対
応
を
伺
う
。

頂
い
た
ご
意
見
は
す
べ
て
市
長
が
直
接

拝
見
、
回
答
希
望
の
場
合
は
返
信
し
ま
す
。

入
所
待
ち
児
童
解
消
へ
の
取
り
組
み
は
。

現
在
、
定
員
１
３
０
名
の
認
可
保
育
所

整
備
で
減
少
を
見
込
み
、
そ
の
状
況
を
踏

ま
え
施
設
規
模
や
整
備
時
期
な
ど
を
計
画
。

保
育
士
処
遇
改
善
、
確
保
に
も
努
め
ま
す
。

勧
奨
再
開
と
な
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
へ
の
対
応
は
。

接
種
勧
奨
、
周
知
と
と
も
に
Ｒ
３
年
度

の
定
期
接
種
対
象
者
に
個
別
通
知
、キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
対
象
者
へ
は
一
斉
の
個
別
案
内

が
可
能
か
医
師
会
等
と
協
議
し
て
い
ま
す
。

脱
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
調
査
と
は
。

市
内
の
産
業
や
家
庭
で
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
の
実
態
調
査
や
温
暖
化
に
対
す

る
意
識
調
査
な
ど
を
行
い
、
市
内
の
温
室

効
果
ガ
ス
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

の
計
画
を
策
定
す
る
た
め
の
調
査
で
す
。

家
庭
系
ご
み
手
数
料
見
直
し
時
期
は
慎

重
に
検
討
と
あ
る
が
現
状
を
伺
う
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
情
勢
や
市
民
生

活
に
影
響
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら
状
況
を

見
極
め
、
進
め
方
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
民
へ
の
説
明
が
不
十
分
。
説
明
会
は

ど
の
よ
う
に
検
討
し
て
い
る
か
。

検
討
段
階
で
す
が
見
直
し
実
施
の
場
合

に
は
各
地
区
に
丁
寧
に
説
明
し
ま
す
。

Q
A

コロナ禍、市民の声をどの
様に受けて市政を進めるか
積極的に対話し、私の考え、皆様の
声、思いを共有し進めていきます

緒
お

方
がた

	妙
たえ

子
こ

議員
公明党

◦施政方針について
質問項目
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Q
A

塚
つか

本
もと

	幸
さち

子
こ

議員

◦市民生活と環境を守るために金属スク
ラップの屋外保管場と残土を規制する
市独自条例の早期制定について
◦プラスチックごみの資源循環について

質問項目

市民生活と自然環境を守る
市独自条例の制定が必要
金属スクラップ条例は制定を準備し
ます。残土条例は考えていません

地
域
の
環
境
と
市
民
生
活
に
悪
影
響
を

与
え
て
い
る
金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
等
の
保
管

場
は
、
地
域
住
民
か
ら
も
懸
念
す
る
声
が

ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。
現
在
は
規
制

す
る
法
令
等
が
存
在
し
な
い
の
で
、
直
接

影
響
を
受
け
る
地
域
住
民
も
関
知
で
き
ず

に
保
管
場
が
で
き
て
、
問
題
が
発
生
し
て

も
市
で
は
規
制
が
で
き
な
い
。
市
独
自
条

例
を
早
期
に
制
定
す
べ
き
だ
。

国
や
県
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、

金
属
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ
ー
ド
等
を
規
制
す
る

条
例
の
制
定
に
向
け
て
検
討
し
て
お
り
、

Ｒ
４
年
度
内
に
議
会
へ
の
上
程
を
目
指
し

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

条
例
制
定
に
あ
た
り
、
許
可
制
、
罰
則

規
定
、
住
民
説
明
と
同
意
、
立
地
・
構
造
・

設
備
に
係
る
基
準
、
既
存
事
業
者
の
取
扱

い
な
ど
を
内
容
に
含
め
な
い
か
。

今
後
、
利
害
関
係
者
等
か
ら
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

環
境
を
守
る
残
土
対
応
の
充
実
を

蔵
波
の
ア
パ
ー
ト
建
設
現
場
は
、
過
去

に
残
土
埋
立
て
に
よ
る
農
地
の
違
法
転
用

に
係
る
是
正
命
令
が
出
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
行
政
の
ず
さ
ん
な
対
応
で
計
画

が
進
行
す
る
と
い
う
前
代
未
聞
の
事
態
が

発
覚
し
て
い
る
。
業
務
怠
慢
で
は
な
い
か
。

事
実
確
認
が
で
き
た
段
階
で
県
に
報
告

し
、
県
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い
る
の
で
、

指
摘
に
は
当
た
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

問
題
を
把
握
し
市
で
規
制
で
き
る
よ
う

に
市
独
自
の
残
土
条
例
を
制
定
し
な
い
か
。

考
え
て
い
ま
せ
ん
。

今
回
の
問
題
を
教
訓
に
、
市
内
の
残
土
、

再
生
土
に
関
す
る
申
請
と
現
状
、
指
導
内

容
等
が
全
て
分
か
る
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
化

し
て
、
分
散
し
て
い
る
記
録
を
一
元
化
し
、

記
録
保
存
し
な
い
か
。

最
適
化
に
つ
い
て
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
随
時
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q
A

環境に優しいまちづくりを

本市の実情に適した施策の方向性を
定め、検討します

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
都
市
宣
言
を
！

地
球
の
温
暖
化
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
施
策
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
。

全
市
的
な
排
出
量
調
査
と
排
出
量
削
減

に
向
け
た
施
策
の
方
向
性
を
検
討
し
た
う

え
で
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
都
市
宣
言
の
時
期

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

家
庭
系
ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
処
理
手

数
料（
ご
み
袋
の
値
段
）の
値
上
げ
を
別
々

に
検
討
し
な
い
か
。

ご
み
の
減
量
化
や
資
源
化
、
再
利
用
の

推
進
等
の
さ
ら
な
る
意
識
の
向
上
を
図
る

目
的
な
ど
か
ら
、
家
庭
系
ご
み
処
理
手
数

料
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
、
ご

み
の
減
量
化
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
資
源
化
、
早
期

取
組
を
行
わ
な
い
か
。

家
庭
系
ご
み
処
理
手
数
料
の
見
直
し
と

ご
み
収
集
日
の
見
直
し
、
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル
の
検
討
を
同
時
に

行
う
こ
と
は
市
民
へ
の
負
担
が
大
き
く
、

段
階
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
し
ま
し
た
。

自
治
会
加
入
率
向
上
を

自
治
会
加
入
率
低
下
が
市
に
と
っ
て
ど

の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
。

防
災
、
防
犯
活
動
や
環
境
美
化
活
動
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
地
域
活
動
が
縮
小

し
、
住
民
同
士
の
連
帯
感
が
薄
れ
て
い
く

こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
安
心
し
て
快
適

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
す
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

蔵
波
中
六
ア
パ
ー
ト
建
設

農
地
転
用
の
違
反
が
あ
っ
た
が
、
市
農

業
委
員
会
で
そ
の
資
料
が
確
認
で
き
な

か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
ア
パ
ー
ト
建
設
に

至
っ
て
し
ま
っ
た
責
任
は
。

農
地
転
用
の
許
可
は
県
の
権
限
と
な
り

ま
す
。
答
弁
に
つ
い
て
は
差
し
控
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

湯
ゆ

浅
あさ

　榮
さかえ

議員
清風会

◦環境に配慮した政策について
◦地域活動の活性化について
◦蔵波中六アパート建設工事について

質問項目
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新
庁
舎
の
省
エ
ネ
対
策
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置
を
増
や
し
、
消

費
電
力
１
０
０
％
の
自
給
を
目
標
と
す
べ

き
で
あ
る
。

新
庁
舎
は
省
エ
ネ
対
策
と
し
てZ

※EB 
Ready

認
証
を
取
得
し
、
ま
た
容
量
50
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
ま

し
た
。
１
０
０
％
の
自
給
率
を
達
成
す
る

こ
と
は
設
置
場
所
等
か
ら
困
難
で
す
。

奈
良
輪
小
増
築
時
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
考
え
は
な
か
っ
た
の
か
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
対
す
る
事
業
者
提

案
を
幅
広
く
求
め
た
結
果
、ZEB Ready

認
証
取
得
の
提
案
を
採
用
し
ま
し
た
。

市
内
農
家
の
耕
地
面
積
は
減
少
傾
向
に

あ
る
が
、
農
畜
産
物
直
売
所
「
ゆ
り
の
里
」

は
農
業
振
興
に
役
立
っ
て
い
る
か
。

高
品
質
な
農
畜
産
物
を
生
産
す
る
市
内

小
規
模
農
家
の
販
路
の
一
つ
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
、
市
内
の
農
業

振
興
に
十
分
寄
与
し
て
い
る
施
設
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

蔵
波
中
六
の
違
法
残
土
が
崩
落
し
た

場
合
の
責
任
は
ど
こ
が
負
う
か

市
長
名
で
県
土
木
事
務
所
長
あ
て
に「
農

地
法
」
違
反
等
の
書
簡
を
送
っ
た
が
、
今

後
県
は
ど
う
対
応
す
る
と
考
え
る
か
。
産

廃
も
混
在
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
盛
り

土
を
造
成
し
て
ア
パ
ー
ト
建
設
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
万
が
一
崩
落
し
て
被
害
が
出

れ
ば
、
そ
の
責
任
は
ど
こ
が
負
う
の
か
。

県
土
木
事
務
所
は
県
農
業
事
務
所
の
対

応
を
踏
ま
え
、
県
の
関
係
機
関
が
連
携
し

て
対
応
す
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
造

成
地
が
崩
落
し
て
被
害
が
生
じ
た
場
合
に

は
、
地
権
者
や
関
係
機
関
が
被
害
の
対
応

と
原
因
に
応
じ
て
対
処
す
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

Q Q
A A

校舎増改築時に太陽光パネ
ルを設置していく考えは
導入を検討していきます

吉
よし

岡
おか

	淳
じゅん

一
いち

議員 木
き

村
むら

	淑
よし

子
こ

議員
公明党

◦温暖化対策について
◦施政方針について
◦蔵波中六のアパート建設について

◦交通安全対策について
質問項目 質問項目

飲酒運転根絶について、
市長の決意を伺う
飲酒運転は絶対に許されない、
根絶に向け全力で取組んでいきます

飲
酒
運
転
根
絶
に
向
け
て

千
葉
県
で
は
今
年
１
月
１
日
か
ら
「
千

葉
県
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
実
現
す
る
た
め

の
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
。
飲
酒
運
転
根

絶
に
向
け
た
具
体
的
な
施
策
は
。

昨
年
12
月
に
、
木
更
津
警
察
署
管
内
飲

酒
運
転
根
絶
協
議
会
が
結
成
。
駅
周
辺
の

飲
食
店
を
訪
問
し
、
飲
酒
運
転
根
絶
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
等
を
行
い
ま
す
。

高
齢
者
の
交
通
安
全
対
策
は

本
市
の
交
通
事
故
の
約
４
割
が
高
齢
者
。

高
齢
者
が
集
ま
る
会
場
で
実
施
し
て
い
る

交
通
安
全
教
室
の
内
容
を
伺
う
。

道
路
横
断
中
の
事
故
や
自
転
車
利
用
の

注
意
点
、
運
転
免
許
自
主
返
納
に
つ
い
て

話
し
て
い
ま
す
。
反
射
材
を
そ
の
場
で
つ
け

て
い
た
だ
き
、
事
故
防
止
に
努
め
て
い
ま
す
。

運
転
免
許
自
主
返
納
制
度
の
周
知
を
ど

の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

本
市
で
は
、
高
齢
者
の
自
主
返
納
に
対

す
る
助
成
を
行
っ
て
お
り
、
広
報
紙
や
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
し
、
市
役
所
や
行
政
セ
ン
タ
ー

等
に
案
内
チ
ラ
シ
を
設
置
。
助
成
制
度
の

広
報
を
通
じ
、
自
主
返
納
制
度
の
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
環
境
の
整
備
を
問
う

「
袖
ケ
浦
市
通
学
路
交
通
安
全
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
等
に
基
づ
く
合
同
点
検
の
結
果
と

対
策
を
伺
う
。

22
件
の
対
策
要
望
箇
所
に
つ
い
て
、
警

察
や
道
路
管
理
者
と
現
地
合
同
点
検
を
実

施
し
、
横
断
歩
道
の
塗
り
直
し
、
信
号
機

設
置
、
ガ
ー
ド
ポ
ー
ル
設
置
等
、
対
策
可

能
な
箇
所
か
ら
順
次
実
施
し
て
い
ま
す
。

花
川
橋
交
差
点
の
信
号
機
と
竹
木
伐
採

に
つ
い
て
、
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
。

信
号
機
再
設
置
や
点
滅
表
示
の
相
談
、

早
期
の
竹
木
伐
採
を
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

※ZEB Ready

は
一
般
の
建
物
に
比
べ
一
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
50
％
以
上
の
削
減
を
達
成
し
て
い
る
建
物
で
す
。
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袖ケ浦駅周辺エリアの
交通渋滞緩和対策は
渋滞解消等に向け、東京湾岸道路の
早期整備を国・県に要望します

災
害
時
の
各
種
協
定
の
発
動
は

食
糧
や
生
活
必
需
品
の
物
資
調
達
は
発

災
何
日
目
か
ら
を
想
定
し
て
い
る
か
。　

備
蓄
を
活
用
し
つ
つ
２
～
３
日
後
に
は

協
定
先
か
ら
の
調
達
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

協
定
に
て
供
給
を
受
け
る
燃
料
（
石
油・

ガ
ス
等
）
の
使
用
用
途
は
。　

市
の
行
う
災
害
対
応
に
必
要
な
ガ
ソ
リ

ン
・
軽
油
・
灯
油
・
ガ
ス
が
対
象
、
消
防

車
両
や
自
家
発
電
用
燃
料
の
補
充
の
他
、

避
難
所
等
で
の
暖
房
用
灯
油
、
炊
き
出
し

用
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
周
辺
の
渋
滞
・
騒
音
・

振
動
は
生
活
に
支
障
、
緩
和
対
策
は

奈
良
輪
大
井
戸
付
近
の
交
差
点
へ
右
折

レ
ー
ン
や
踏
切
立
体
化
を
検
討
し
な
い
か
。

都
市
計
画
道
路
高
須
大
野
台
線
は
50
年

以
上
未
着
手
、
Ｊ
Ｒ
交
差
方
法
も
含
め
計

画
見
直
し
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

主
要
地
方
道
袖
ケ
浦
中
島
木
更
津
線
へ

の
騒
音
・
振
動
対
策
と
し
て
、
大
型
車
両

の
通
行
時
間
帯
規
制
や
低
騒
音
舗
装
・
住

宅
防
音
工
事
の
助
成
を
検
討
し
な
い
か
。

大
型
車
両
の
通
行
実
態
等
を
踏
ま
え
、

警
察
や
道
路
管
理
者
へ
騒
音
・
振
動
解
消

に
向
け
て
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
。

袖
ケ
浦
駅
海
側
の
住
宅
地
へ
、
大
型
車

両
流
入
が
想
定
さ
れ
る
、
抑
止
対
策
は
。

道
路
案
内
標
識
に
加
え
、
住
宅
地
へ
の

侵
入
が
頻
発
す
る
際
は
、
警
察
・
道
路
管

理
者
と
協
議
の
う
え
、
注
意
喚
起
看
板
の

設
置
に
よ
り
誘
導
を
図
り
ま
す
。

袖
ケ
浦
市
の
ま
ち
づ
く
り
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
構
築
は

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
掲
げ
る

ブ
ラ
ン
ド
構
築
と
統
一
イ
メ
ー
ジ
は
。

他
市
と
の
差
別
化
が
難
し
い
が
、
持
続

的
に
発
展
す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

稲
いな

毛
げ

	茂
しげ

徳
のり

議員
清風会

◦災害発生時の各種協定の発動について
◦袖ケ浦駅周辺エリアの朝夕の交通渋滞緩和対策について
◦令和３年度新たな発想で取組まれた、袖ケ浦市の街づ
くりに資する取組や、令和４年度以降の計画について

質問項目

鉄屑等金属資材置場に対す
る行政の取組は
監視パトロールのほか関係機関と
連携し、適正な指導を行います

久
保
田
、
代
宿
地
先
の
鉄
屑
等
金
属
資

材
置
場
に
対
す
る
行
政
の
取
組
は

業
者
が
近
隣
市
民
や
自
治
体
に
説
明
な

し
に
開
発
し
た
こ
と
に
対
し
て
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

市
で
は
週
６
日
の
監
視
パ
ト
ロ
ー
ル
、

現
地
調
査
や
事
業
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
土
壌
汚
染
対
策

法
に
基
づ
く
土
地
の
形
質
変
更
手
続
や
排

水
処
理
、
騒
音
、
振
動
対
策
の
指
導
を
行

い
、
近
隣
自
治
会
等
へ
の
説
明
会
を
実
施

す
る
よ
う
必
要
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

金
属
の
搬
入
搬
出
等
に
お
け
る
騒
音
や

振
動
、
溶
断
や
切
削
に
よ
る
発
火
や
鉄
粉

の
飛
散
に
対
す
る
行
政
の
取
組
は
。

当
該
事
業
場
で
は
大
型
の
重
機
が
使
用

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
環
境
条
例
に

基
づ
き
、
作
業
時
間
の
遵
守
や
騒
音
、
振

動
の
低
減
を
事
業
者
に
対
し
て
指
導
し
て

い
ま
す
。
騒
音
、
振
動
等
の
通
報
が
あ
っ

た
場
合
は
速
や
か
に
現
地
を
確
認
し
、
責

任
者
に
対
し
て
、
近
隣
地
区
や
近
隣
住
民

に
配
慮
し
た
作
業
や
従
業
員
の
指
導
を
徹

底
す
る
よ
う
申
し
入
れ
て
い
ま
す
。
鉄
屑

の
溶
断
や
切
削
で
飛
散
す
る
鉄
粉
な
ど
に

よ
る
大
気
汚
染
や
溶
断
に
よ
る
発
火
は
確

認
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
状
況
を
確
認
し
、

適
正
な
指
導
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
通
り
歩
道
全
体
に
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

を
設
置
し
な
い
か

平
成
通
り
の
歩
道
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
植

栽
さ
れ
て
い
る
。
自
転
車
通
行
可
と
な
っ

て
い
る
の
で
歩
行
者
と
す
れ
違
う
の
が
困

難
な
場
所
が
あ
る
。
街
路
樹
の
植
栽
を
や

め
て
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
に
統
一
し
な
い
か
。

歩
道
の
幅
員
は
道
路
構
造
令
に
基
づ
き

定
め
ら
れ
て
お
り
、
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
や
植

樹
帯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
目
的
を
果
た

し
て
い
る
の
で
植
樹
帯
を
ガ
ー
ド
パ
イ
プ

に
改
修
す
る
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

山
やま

下
した

	信
しん

司
じ

議員
袖和会

◦椎の森工業団地に隣接する久
保田・代宿地先の資材置場に
対する行政の取組について

◦平成通り歩道の整備について

質問項目
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児童虐待防ぐ新組織体制は蔵波農地法違反地アパート建設
農業委事務局処分は

「子ども家庭総合支援拠点」として
新たに３名配置の７名体制とします

県方針が示され必要な場合に措置し
ます

児
童
虐
待
等
対
応
の
新
組
織
体
制

児
童
虐
待
等
に
係
る
専
門
的
な
対
応
な

ど
を
行
う
「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

が
新
年
度
か
ら
新
た
に
設
置
さ
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
組
織
体
制
か
。

子
育
て
世
代
総
合
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

に
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
機
能
を

加
え
る
こ
と
と
し
、
社
会
福
祉
士
な
ど
の

専
門
職
員
を
新
た
に
３
名
配
置
す
る
７
名

体
制
と
す
る
予
定
で
す
。

今
年
度
の
児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
件

数
の
状
況
は
。

２
月
末
時
点
で
１
７
９
件
と
、
Ｒ
２
年

農
地
法
違
反
判
明
の
ア
パ
ー
ト

農
業
委
員
会
「
許
可
相
当
」
に
起
因

過
去
の
農
地
法
違
反
が
明
ら
か
と
な
っ

て
も
蔵
波
中
六
に
ア
パ
ー
ト
14
棟
の
建
設

が
進
む
の
は
、
昨
年
５
月
に
市
農
業
委
員

会
が
十
分
調
査
せ
ず
「
許
可
相
当
」
と
し

た
こ
と
に
起
因
す
る
。
農
業
委
員
会
事
務

局
に
何
ら
か
の
処
分
を
し
な
い
か
。

農
地
転
用
許
可
権
限
は
、
千
葉
県
に
あ

り
、
仮
に
市
農
業
委
員
会
が
「
許
可
相
当
」

と
し
て
も
転
用
許
可
に
な
ら
な
い
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
新
た
に
県
方
針
が
示
さ
れ
、

職
員
処
分
が
必
要
と
な
る
場
合
、
し
か
る

度
に
引
き
続
き
増
加
傾
向
で
す
。

例
年
１
０
０
件
前
後
で
推
移
し
て
い
た

と
こ
ろ
コ
ロ
ナ
禍
の
Ｒ
２
年
度
に
１
８
０

件
と
深
刻
な
状
況
。
今
後
新
体
制
継
続
の

た
め
の
専
門
職
採
用
・
育
成
の
方
針
は
。

適
宜
適
切
な
採
用
に
加
え
、
専
門
研
修

の
受
講
や
資
格
取
得
の
機
会
を
設
け
る
な

ど
、
組
織
体
制
維
持
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
新
法
へ
の
対
応
は

４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
新
法
が
施
行

さ
れ
、
容
器
包
装
以
外
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

ご
み
も
収
集
可
能
に
な
る
。
こ
れ
に
合
わ

せ
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
分
別
回
収
を

べ
き
措
置
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

宅
地
開
発
事
業
者
指
導
要
綱
に
規
定
が

あ
る
の
に
業
者
の
住
民
説
明
会
が
未
開
催

で
不
誠
実
だ
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

引
き
続
き
、
開
催
を
要
望
し
ま
す
。

開
発
許
可
調
査
時
の
各
課
意
見
集
約
時

に
違
法
行
為
情
報
は
何
も
無
か
っ
た
の
か
。

意
見
照
会
の
中
で
過
去
の
違
反
指
導
等

の
意
見
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

農
業
委
員
会
会
長
と
共
に
市
長
が
県
農

業
事
務
所
に
足
を
運
び
、
開
発
が
止
ま
る

よ
う
行
動
す
べ
き
で
な
い
か
。

し
っ
か
り
し
た
建
物
を
造
る
た
め
、
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
指
導
を
今
後
も
県
関

検
討
す
る
方
針
は
あ
る
か
。

法
律
の
内
容
の
調
査
な
ど
情
報
収
集
を

行
い
、
市
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
施
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

減
量
化
を
進
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
手

数
料
見
直
し
よ
り
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
分
別
を
導
入
し
、
減
量
で
き
る
手
段
を

用
意
す
る
の
が
先
決
で
は
な
い
か
。

過
去
の
審
議
会
で
は
分
別
不
十
分
な
ご

み
の
選
別
で
多
く
の
費
用
が
発
生
す
る
等

の
課
題
が
あ
り
難
し
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

減
量
化
や
資
源
化
の
た
め
、
情
報
提
供
や

雑
紙
回
収
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
、
子
ど
も
服

リ
ユ
ー
ス
企
画
な
ど
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

係
機
関
と
連
携
し
、
都
市
計
画
法
に
適
合

す
る
安
全
な
宅
地
開
発
と
な
る
よ
う
責
務

を
果
た
し
ま
す
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
シ
テ
ィ
宣
言
で

二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
持
て

袖
ケ
浦
市
と
し
て
、
市
内
外
に
対
し
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、

市
内
全
域
の
二
酸
化
炭
素
削
減
目
標
を
定

め
早
急
な
地
球
温
暖
化
阻
止
の
取
組
を
進

め
な
い
か
。

Ｒ
４
年
度
は
排
出
量
、
市
民
や
事
業
者

の
意
見
等
調
査
し
、
そ
の
後
、
宣
言
を
検

討
し
ま
す
。

根
ね

本
もと

	駿
しゅん

輔
すけ

議員篠
しの

﨑
ざき

	典
のり

之
ゆき

議員
清風会日本共産党

袖ケ浦市議団

◦令和４年度施政方針について◦環境保全行政について
質問項目質問項目
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Q
A

笹
さ

生
そう

　猛
たけし

議員
袖和会

◦まちづくりアンケートから
みる市政の課題について

質問項目

住民自治に関してどのよう
な認識を持っているか
市民自らが担い手だと認識していた
だくことです

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

見
え
て
く
る
諸
問
題
を
ど
う
す
る

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
住
民

の
ニ
ー
ズ
が
多
様
で
広
域
。
こ
れ
ら
す
べ

て
に
関
わ
る
の
は
難
し
い
と
考
え
る
。
公

共
の
限
界
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

様
々
な
ス※

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
連
携
協

力
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

新
た
な
あ
り
方
を
つ
く
り
出
す
こ
と
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

新
た
な
例
と
し
て
、
民
間
事
業
者
と
の

連
携
に
よ
る
デ
マ
ン
ド
交
通
実
証
運
行
の

取
組
や
、
地
域
住
民
、
地
縁
団
体
、
市
民

団
体
等
で
構
成
す
る
地
域
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
設
置
に
よ
る
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
地
域
の
主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

防
災
分
野
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変

容
に
よ
る
負
の
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
か
。

根
形
地
区
で
の
地
区
別
防
災
訓
練
を
行

い
ま
し
た
。
現
時
点
で
は
目
に
見
え
る
よ

う
な
変
化
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

高
齢
者
見
守
り
の
現
状
を
伺
う
。

大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
と
は
捉
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
今
後
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、

多
様
な
担
い
手
の
確
保
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
、
住
民
自
治
が

起
こ
る
場
づ
く
り
か
ら

こ
れ
ま
で
の
話
は
住
民
自
治
の
話
。

国
家
や
地
方
公
共
団
体
は
私
的
に
解
決

で
き
な
い
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
設
置

さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
住
民
自
治
の
共
通

認
識
と
し
て
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

市
長
は
、
そ
の
住
民
自
治
に
関
し
て
ど
う

い
う
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

住
民
自
治
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、
自

ら
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
だ
と
認
識
を

し
て
頂
き
、
こ
れ
を
共
有
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

Q
A

本市の雇用創出に向けた
取組を伺う
県との連携したイベントや
新たな産業誘致に努めます

雇
用
創
出
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

市
内
の
求
人
・
求
職
数
の
状
況
は
。

木
更
津
管
内
の
有
効
求
人
倍
率
は
１
・

２
９
倍
。
県
の
各
種
機
関
と
共
同
し
セ
ミ

ナ
ー
、
相
談
会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

障
害
者
・
難
病
者
へ
就
労
支
援
体
制
は
。

Ｒ
３
年
度
の
市
が
取
組
む
各
就
労
支
援

事
業
の
利
用
者
数
は
１
９
４
名
。
市
役
所

と
し
て
も
法
定
雇
用
率
を
満
た
せ
る
よ
う
、

庁
舎
内
で
の
新
規
採
用
を
準
備
中
で
す
。

雇
用
創
出
に
向
け
た
企
業
誘
致
状
況
は
。

企
業
か
ら
立
地
の
問
合
わ
せ
は
あ
る
が
、

現
時
点
で
用
地
を
紹
介
出
来
な
い
状
態
で
す
。

昨
年
始
ま
っ
た
「
市
街
化
調
整
区
域
に

お
け
る
地
区
計
画
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
説
明

会
の
回
数
と
感
触
、
課
題
は
。

神
納
、
飯
富
、
坂
戸
市
場
で
説
明
会
を

実
施
。
専
門
的
で
あ
る
為
、
理
解
が
深
ま

る
よ
う
丁
寧
な
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
資
産
老
朽
化
対
策
を
問
う

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
と
耐
震
化
の
現
状
は
。

主
要
道
路
１
１
９
㎞
中
、
老
朽
化
進
行

箇
所
等
32
㎞
を
修
繕
対
象
と
し
、
優
先
順

位
を
付
け
対
応
、
橋
梁
は
１
３
５
橋
を
５

年
周
期
で
定
期
点
検
を
実
施
。
公
共
下
水

道
は
標
準
耐
用
年
数
の
50
年
を
超
え
て
い

な
い
が
計
画
的
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

今
迄
の
更
新
費
用
と
今
後
の
見
通
し
は
。

過
去
５
年
間
は
年
間
約
10
億
４
千
万
円
。

今
後
30
年
間
の
更
新
等
費
用
は
年
間
約

20
億
６
千
万
円
と
な
り
ま
す
。

今
後
財
政
が
ひ
っ
迫
し
て
行
く
中
、
ど

の
様
に
費
用
を
捻
出
し
て
行
く
の
か
。

施
設
は
減
ら
せ
な
い
為
、
長
寿
命
化
対

策
等
に
よ
り
維
持
費
の
縮
減
に
努
め
ま
す
。

総
合
的
な
街
づ
く
り
で
県
職
員
も
含
め

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
ら
な
い
か
。

『
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
』
に
基

づ
き
、
県
の
土
地
利
用
支
援
制
度
も
活
用

し
て
、
更
に
県
と
連
携
し
て
い
き
ま
す
。

伊
い

東
とう

	章
あき

良
ら

議員
清風会

◦本市における雇用創出について
◦市内インフラ資産のマネジメン
トについて

質問項目

※
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
…
行
政
等
の
活
動
に
対
し
て
直
接
的
・
間
接
的
な
利
害
関
係
を
有
す
る
グ
ル
ー
プ
又
は
個
人
。
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Q
A

学校、保育所等職員へ
コロナの定期検査をしないか
実施する考えはありません

ワ
ク
チ
ン
頼
み
の
対
応
変
わ
ら
ず

１
月
か
ら
市
内
小
中
学
校
、
保
育
園
、

幼
稚
園
で
学
年
・
学
級
閉
鎖
、
休
園
は
何

件
実
施
さ
れ
た
か
。

小
中
学
校
で
学
年
閉
鎖
が
８
回
、
学
級

閉
鎖
が
６
回
、
市
立
保
育
所
で
休
園
１
件

私
立
保
育
園
で
６
件
、
一
部
休
園
が
５
件

市
立
幼
稚
園
で
１
件
、
学
年
閉
鎖
が
１
回
、

私
立
幼
稚
園
で
１
件
で
し
た
。

保
健
所
業
務
が
ひ
っ
迫
す
る
と
、
濃
厚

接
触
者
さ
え
検
査
が
で
き
な
い
状
況
。
市

と
し
て
陽
性
者
が
出
た
場
合
の
ク
ラ
ス
全

員
検
査
も
職
員
へ
の
定
期
的
な
検
査
も
し

な
い
と
の
答
弁
。
せ
め
て
検
査
キ
ッ
ト
を

常
備
し
、
保
育
士
や
教
職
員
が
不
安
を
感

じ
た
時
に
検
査
で
き
る
よ
う
に
し
な
い
か
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
重
要
で

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
症
状
の

あ
る
方
が
検
査
で
き
る
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

休
校
休
園
等
で
働
け
ず
困
っ
て
い
る
家

庭
が
あ
る
。
国
の
小
学
校
休
業
等
対
応
助

成
金
制
度
の
周
知
を
保
護
者
に
し
な
い
か
。

事
業
主
に
対
し
市
Ｈ
Ｐ
で
周
知
し
て
い

ま
す
が
、
保
護
者
へ
も
周
知
し
ま
す
。

公
立
保
育
所
で
休
園
保
育
園
に
代
わ
り

園
児
を
預
か
る
代
替
保
育
を
し
な
い
か
。

感
染
者
、
濃
厚
接
触
者
以
外
の
園
児
は

引
き
続
き
保
育
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
対
応

し
て
い
る
の
で
実
施
し
ま
せ
ん
。

長
浦
地
区
デ
マ
ン
ド
交
通
い
つ
か
ら

実
証
運
行
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

ま
た
多
く
の
方
に
利
用
し
て
も
ら
う
た
め

に
登
録
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
な
い
か
。

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
を
６
月

に
開
催
し
、
運
行
エ
リ
ア
や
運
賃
等
運
行

計
画
の
承
認
を
得
た
後
、
許
認
可
の
手
続

き
を
経
て
具
体
的
な
利
用
登
録
作
業
を
９

月
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
タ
ー
制

度
等
に
つ
い
て
は
前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

励
と

波
なみ

	久
ひさ

子
こ

議員
日本共産党
袖ケ浦市議団

◦新型コロナウイルス対策と対応について
◦市立幼保施設のあり方について
◦生活の足の確保・充実について

質問項目

　３月７日に開催された建設経済常任委員会では、現
在建設中の蔵波中六地区のアパート14棟の建設につ
いて、過去に農地法違反、違法残土埋め立てが行われ
たまま放置された土地が、農地転用と開発許可に至っ
た経緯や現状把握を行うため、担当部署に説明を求め
ました。主な質疑は以下のとおりです。

土砂災害が起こった場合の蔵波調整池への影響は。
崩れ方の規模にもよるが、広範囲に崩れた場合に
は蔵波調整池にも被害が及ぶと考えます。

地元住民からは建設工事の説明会開催の要望があ
るが、行われていない状況。建設事業者への指導
はどのようになっているのか。
説明をするように業者に伝えていますが、個別に
対応していきたいとの回答です。

県による農地転用の許可は、市の農業委員会の意
見（許可・不許可）が要件となるのか。
市の農業委員会の意見がないと県で審査はできな
い状況ですが、必ずしも市の農業委員会の意見の
とおり許可・不許可となるわけではありません。
農地の状況や周辺の状況を勘案した中で、県で判
断されることとなります。

委員
会

レポ
ート 建設経済常任委員会

所管事務調査

蔵波調整池付近のアパート建設について
アパート群開発区域の様子アパート群開発区域の様子

日　付 項　目 内　容

H10.1.21 農業委員会総会 市農業委員会において農地転
用許可相当と判断。

H10.3.20 農地転用許可 県において農地転用が許可。

H10.7.16 農地の違反転用
について勧告

農地法に違反していることに
より工事中止を求める。

H10.7.28

～

H11.2.26

埋め立てに係る
打ち合わせ会議

（全５回）

埋め立て業者に是正計画など
必要な書類の提出を求めたが
合意に至らず。

R3.4.21 農地転用許可
申請

農地転用許可申請書が提出さ
れる。

R3.5.7 農業委員会総会 賛成多数で許可相当と判断。

R3.5.31 農地転用許可 県において農地転用が許可。

R3.9.7 農業委員会総会
これまでの経緯について事務
局から説明があり、５月の総
会前に判明できなかったこと
について謝罪。継続審議。

R3.10.7 農業委員会総会 再審議を行い、不許可相当と
判断。

R3.10.15 総会結果の送付 君津農業事務所に総会の結果
を送付。

転用許可に係る経緯
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【６月の定例会】

　録画配信をご利用ください。定例会終
了後約１週間でアップされます。
　本会議の会議録はホームページへの掲
載まで約２か月かかりますので、内容を
早くご覧になりたい方、もっと詳しく知
りたい方は、録画配信をご利用ください。
　パソコンだけでなく、スマートフォン、
タブレット端末でもご覧になれます。

「議会のひろば」より

〒299-0292　袖ケ浦市坂戸市場1-1
TEL	0438-62-3450　FAX	0438-63-5130
E-mail	sode32@city.sodegaura.chiba.jp

議員名・会議日・
会派から選べます。
「再生」を押すと
映像が始まります。

袖ケ浦市議会　映像 検索

ガ ウ ラ の ま ち

袖ケ浦
　

おいしい！
袖ケ浦

袖ケ浦市の
暮らしがより良く！

季節の味覚を
味わおう

議 会 だ よ り そでがうら

ガウラのまちでは２つのコーナーをお届けします。「袖ケ浦の Before・After」 
では、便利で住みやすくなった市の取組を写真付きで紹介し、「おいしい袖ケ浦」 
では、市の観光協会監修のもと、地元の特産品を紹介します。

袖ケ浦駅海側地区の開発により奈良輪小学校の児童数が
増加し、令和４年４月には教室数の不足が見込まれること
から、増築が計画され今年２月に新しい校舎が完成しまし
た。この校舎は、一般の建物に比べ一次エネルギー消費量
の52％削減を達成し、「建築物省エネルギー性能表示制度」
の５段階評価の最高ランクを獲得しています。また、公立
小中学校校舎としては県内で初めてとなる「ZEB Ready※」
認証を取得しています。

奈良輪小学校が増築されました

※ZEB Readyは一般の建物に比べ一次エネルギー消費量の50％以上の削減
を達成している建物です。

地球にやさしい
学校って

ステキだね☆

袖ケ浦市は隠れた茶どころなんです‼
温暖な気候と肥沃な台地がある袖ケ浦では

お茶の生産が盛んです。
今年もいよいよ、５月中旬に新茶が登場します！
農家さんが丹精込めて作り上げた袖ケ浦のお茶を味わっ

てみてはいかがでしょうか。
 取り扱い場所 
◦武井製茶工場
◦福睦園
◦山本製茶工場
◦袖ケ浦市農畜産物直売所「ゆりの里」
◦FARM COURT袖ケ浦
	問合せ		（一社）袖ケ浦市観光協会　☎0438-62-3436

袖ケ浦の新茶が登場します！

瑞々しい茶葉の
新茶は風味が
バツグンだよ!

＊一般質問通告一覧表は６月１日（水）頃、ＨＰに掲載する予定です。
＊６月定例会の予定は、５月31日（火）に開催される議会運営委員会で正式決定さ

れます。詳しくは議会事務局（62－3450）へお問い合わせください。
＊請願・陳情の受付は５月25日（水）までです。

日 月 火 水 木 金 土
5/29 5/30 5/31 6/1 ２ ３ ４

一般質問
受付

議会運営
委員会

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
本会議
10:00～

12 13 14 15 16 17 18
本会議

（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問）
9:30～

本会議
（一般質問予備日）

総務企画
常任委員会

19 20 21 22 23 24 25
文教福祉
常任委員会

建設経済
常任委員会

本会議
10:00～

26 27 28 29 30 7/1 7/2

議会だより そでがうら /  M a y . 2 0 2 2 18
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